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第 号

サポとん通信
新聞部メンバー

寺田耕平（花唐草倶楽部）

安野 壽（はんどくらぶ）

井尻志郎（おれんじパートナー）

楠 喜博（伝達工学研究所）

池川成子（JNWL大阪東支部ぴーすまいる）

木口文里（NPOあずみな）

野田友子（彼方上7町会まちづくり協議会）

寺田美哉子（市民公益活動支援センター）

妹尾美千代（市民公益活動支援センター）

サポとん通信新聞部募集中！

② MSW  （医療ソーシャルワーカー、Medical Social Worker）
MSWの業務の範囲として、療養中の心理的・社会的問題の解決調整援助、退院
援助、社会復帰援助、受診・受療援助、経済的問題の解決調整援助、地域活動
があります。困ったときは、抱え込まず、一度相談してみてはどうでしょうか。
ちなみに、CSWはコミュニティソーシャルワーカー、SSWはスクールソーシャル
ワーカーです。

しっとく こたえク イ ズ
サポとん通信は、
市内公共施設の他、施設や店舗様にも、
配架にご協力頂いています。
・PL病院　
・富田林病院
・富田林モータースクール
・菓子工房ＹＡＭＡＯ
・お菓子の夢工房・樹
・ビストロ Be屋n
・寺内町「大正絽漫」
・ステーキレストラン千一夜
・四天王寺悲田富田林苑
・多目的カフェバー花唐草
・エメールヘア
・富田林イトマンスイミングスクール
・アロマスペース＆ギャラリーCocoro
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ID検索「@ 070ehqtc」
またはQRコードで！

サポとん

公式
アカウント

新型コロナウイルス感染症が市民公益活動団体に
　与えてきた影響は何か～インタビュー調査報告会
10月27日（火）「新型コロナウイルス感染症が市民公益活動団体に与えてきた影響は何か～インタビュー調査報告
会」を開催しました。
7月より大阪大谷大学との協働で、全10回32団体がZOOMで繋がり、学生がインタビューをした結果を纏め報告し
ました。当日は支援センターとZOOMで合わせて23名の方が参加しました。「他の団体はどうしているの？」「市
民活動で感染した例はありますか？」「オンラインを避けていた人も”なにかオンラインで始めましょう”という風
に変化してきている」などといった意見交換も活発にあり、オンライン上とはいえ、コミュニケーションが取れた
有意義な報告会となりました。

市民活動支援センターチャンネル
お知らせや市民活動団体の紹介しています。
YouTubeから「富田林市市民公益活動支援センター」
で検索し「チャンネル登録」をお願いします。

https://www.facebook.com/sapoton1/

富田林市市民公益活動支援センター
Facebookページ「いいね」してネ！

●日時：
①11/10（火）16時～17時30分　ZOOM講習会
②11/16（月）19時～20時30分　LINEおさらい講座
③11/26（木）９時30分～11時 　ZOOM講習会
④11/30（月）19時～20時30分　LINE公式アカウントを始めよう講座
●場所：市民公益活動支援センター（きんきうぇぶ事務所）
●参加費：無料
●持ち物：①③パソコンorスマホorタブレット②スマホ④パソコン＆スマホ
●定員：各4名
●申込み：メール（info@tondabayashi.org）電話（0721-26-7887）

「市民活動に役立てよう！ＺＯＯＭ講習会」に、加えて「LINEおさらい講座」と「LINE公式アカウン
トを始めよう講座」を開催します。
●LINEおさらい講座
なんとなく使っているけど、いったいどうなってるの？LINEグループを効率よく使うには？など、市
民公益活動に役立つ内容に絞ってお伝えします。
●LINE公式アカウントを始めよう講座
１対多でコミュニケーションを取ることできます。拡散する威力はありませんが「使い慣れている」
「返信しやすい」というところで、市民公益活動で使わない手はない！

市民活動にオンラインを役立てようシリーズ

ZOOM手引書ができました！

とっぴー

NPO法人きんきうぇぶでは「大阪ええまちプロジェクト」と一緒に「高齢者向けZOOM手引書」を制作しました。
次のような方に活用いただきたい手引書です。ぜひ、ご利用下さい。

　　市民活動の中で「Zoomを使いたいから教えて欲しい」と主に高齢者から相談を受ける方
　　自分で操作してZoomを使って会議や会合に参加できるようになりたいと考えている方

　大阪ええまちプロジェクト
　→「ええまちづくりの道具箱」
　→「Zoom利用手引書」よりダウンロードできます。
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・日時：令和 3年 4月～令和 4年 3月までの１年間 24 回（受講料 : 年間 29,000 円）
・場所：富田林市市民会館（レインボーホール）ほか　
・対象：５０歳以上の人　　・定員：40 名
・内容：地元の歴史・文化、福祉、音楽、文学、科学、健康、まち歩きなど
・問合せ：ＮＰＯ法人大阪府民カレッジ 
　　　　  富田林校ディレクター：090-5241-4434（大畠）
　　　　  ホームページ　https://www.osakakumin.org/

イ ベ ン トガ イ ド

市民公益活動支援センターからのお知らせ

お知らせ
ＰＬ病院、富田林病院、富田林モータースクールの3ヶ所に、富田林市市民公
益活動支援センタ―のチラシラックがあります。
登録団体のチラシ等を設置いたしますので、支援センターまで、お気軽にお
持ちくださいネ。毎月１０日までにお願いします。
団体案内や講座やセミナーのチラシ、「仲間募集！」のチラシなどもOK！です。

掲載ご希望申込要項
☆次号は1月です。
1月2月のイベント掲載ご希望は、 info@tondabayashi.org  支援センターまで！　
〆切は12月10日です。

正解は 4ページ！

医療機関には、病気になった患者や家族を
社会福祉の立場からサポートする福祉の専
門職が配置されているところがあります。
なんという専門職でしょうか？

　①  CSW
　②  MSW
　③  SSW

しっとくク イ ズ

●大阪府民カレッジ富田林校 第４期生受講生募集！ 

●循環のコミュニケーション講座 無料体験説明会富田林ハートセラピー協会
今の人生の流れを切り替えるための６回連続講座の説明会です。
■日時：①11/14（土）　②11/29（日）午後 2時～ 4時
■場所：NPO富田林ハートセラピー協会 １F セミナースペース（寿町 4-5-1　富田林一中横）
■講師：辻野 忠（メンタルケアコンサルタント、ヒーリング・セラピー Office CHU）
■定員：①②共、先着８名
■申込み・問合せ：090-9547-5179　NPO富田林ハートセラピー協会　※ホームページ有
本講座開講日：12/12（土）※約２週間ごと６回連続　いずれも午後 1時 30 分～４時 30 分  

子ども宅食「にっこり」
新型コロナウイルス感染症の影響で、生活が一転し先行きが見えず不安な日
々が続いている中、ひとり親世帯に宅食を続ける「子ども宅食にっこり」。
自粛期間中も安全第一で宅食することに妥協はできないと助成金獲得にチャ
レンジ。
「赤い羽根”臨時休校中の子どもと家族を支えよう緊急支援活動助成事業”」と
「公益財団法人キリン福祉財団」の助成を受けました。
市民公益活動支援センターでは、申請書や報告書類のサポートをさせて頂き
ました。

富田林市精神障がい者家族会　富田林ほっこり会
精神疾患を患った人の家族へのサポートを続ける「富田林ほっこり会」のホー
ムページが完成しました。
また、Facebookページやリーフレットも完成し、美しい出来栄えにメンバー
全員満足。多くの人の目に触れるようになり、徐々に入会者も増えて活気が出
てきました。
市民公益活動支援センターでは、印刷入稿や無料のWeb作成ツールJimdoの使
い方などをサポートさせて頂きました。

新型コロナウイルス感染拡大に伴う市民公益活動団体アンケート（２）
コロナ禍で、まだまだ気を緩められない状況ではありますが、市民公益活動支援センターでは、現在、どのような
形で活動をされているのか、アンケート調査を実施しました。●回答：73団体   ●実施期間：R2年10/20～10/30

さあ、出番だ‼　シニアの力で富田林を盛り上げよう！
富田林市をはじめ南河内地域の歴史、伝統、文化、福祉などを座学、
まち歩きにより総合的に学び、健康で仲間と共に有意義で楽しい時を過ごしませんか。

①R2年11/29（日） ②R2年12/19（土）
③R3年1/23（土）    ④R3年2/20（土）
場所：富田林市市民会館
時間：13時30分～15時30分

講座説明会

■日時：11月22日(日) 11：00～16：00
■場所：金剛中央公園
■問合せ：金剛にぎわい創出実行委員会
ホームページ⇒http://kongouwinterland.jimdo.com　

食べて飲んで、街も人も元気！今年はテイクアウトで楽しもう♪
今年は、新型コロナウイルス感染予防対策のためステージは中止とし、
出店内容は飲食物のテイクアウトのみとなります。
開催時間は、11時～16時です。

●金剛バル★Winter Land

活動を再開している.....................................49
コロナ禍前と変わらず活動している.....15
まだ再開していない....................................... 9

（１）現在の活動状況は？

（２） 活動する際どのような工夫をしていますか？

（３）「活動を再開していない」理由はなんですか？

（６）新たに取り組んだことや、
　　　　今後取り組んでみたいこと

（４）オンラインを利用していますか？

（５）オンラインの利用目的は？

マスク着用........................................................61
室内の換気........................................................51
フェイスシールドの使用...............................8
以前より広い部屋を使用している.............8
人数制限をしている.....................................25
時間短縮............................................................18
検温 .....................................................................24
体調を聞く........................................................30
アルコール除菌等の設置............................41
おやつタイムなどの中止............................13
<その他＞
・会議は基本オンライン開催
・マイクの準備
・アクリル板使用
・オンライン会議併用　など

高齢者が多い......................................................6
感染予防をしながらでは活動できない....3
メンバーや利用者のモチベーション低下.....1
イベント等の自粛で披露する場がない....1

ZOOM会議を利用..........................................28
LINEを利用........................................................39
利用していない ..............................................19

団体内の会議や打合せ.................................36
井戸端会議などのメンバー交流..............10
勉強会や講座..................................................... 9
相談業務...............................................................6
外部の会議や講座に参加............................12
連絡などの伝達として.................................38
<その他>
・オンラインイベントの実施、情報発信
・オンラインの学習支援　　　など

・ZOOMの講演会
・Lineグループの編成を多層的に構築する予定
・オンラインイベントを重ね、企画提案に取組みたい
・役員会議をオンライン開催にした
・オンラインの相談業務
・オンラインでのコンテンツ配信
・支援センターの勉強会にメンバー参加要請
・通販など、非対面型の販売方法など準備
・役員以外にも会員との伝達手段にLINEを使用したい
・役員会をZoomにて開催
・コロナ禍で講座の依頼が増えました
・会全体の報告などはslackを使用
・年明けから様子を見ながら再開予定


